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こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
で
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
信
任
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

引
き
続
き
村
政
に
あ
た
る
と
い
う
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
改
め
て
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
そ
の
職
責
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
に
誓
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
減
少
局
面
に
移
行
し
た
我
が
国

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
方
自
治
体
で
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
地
域
経
済
の
縮
小
傾
向
は
進

行
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
都
市
部

と
そ
れ
以
外
の
地
方
と
の
地
域
間
格
差

は
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

更
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
国
内
は
も
と
よ
り
世

界
中
で
多
く
の
感
染
者
が
発
生
し
、
社

会
生
活
・
経
済
は
甚
大
な
影
響
を
受
け
、

現
在
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
国
は
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
未
来
と
し

て
、「
新
た
な
日
常
」
を
通
じ
た
「
質
」

の
高
い
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、「
個
人

が
輝
き
、
誰
も
が
ど
こ
で
も
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
社
会
」、「
誰
ひ
と
り
と
し

て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
き
が
い

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
包
摂
的
な
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
た
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
小

規
模
な
町
村
で
は
財
政
力
や
行
政
運
営

の
効
率
性
な
ど
に
お
い
て
総
じ
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
依
然
と
し
て
多
く
の

難
し
い
課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
危
機
を
含

め
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
も
と
で
地
域

福
祉
の
充
実
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た

社
会
資
本
整
備
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り

の
推
進
な
ど
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

適
切
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
３
期
12
年
間
、
村
内
各
地

区
で
住
民
の
み
な
さ
ん
の
〝
声
〞
を
聞

き
な
が
ら
行
財
政
改
革
及
び
意
識
改
革

を
進
め
、
行
政
の
公
正
化
と
透
明
化
を

図
り
、
生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た
行
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
多
く

の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
あ
た
り
お
約
束
し
た

政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
度

を
初
年
度
と
す
る
第
５
次
大
桑
村
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
「
若
者

の
定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
」、「
安

全
・
安
心
な
村
づ
く
り
」、「
産
業
振
興

の
充
実
」、「
健
康
増
進
と
教
育
の
充

実
」
の
４
項
目
を
柱
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
そ
の
充
実
を
図
る
た
め
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

若
者
の
定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
で

は
、
現
在
分
譲
中
の
大
曲
宅
地
造
成
地

の
早
期
分
譲
を
目
指
し
、
移
住
・
定
住

者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
村
独

自
の
少
子
化
対
策
と
し
て
妊
娠
か
ら
出

産
後
ま
で
の
様
々
な
支
援
や
保
育
料
の

未
満
児
第
２
子
半
額
と
第
３
子
無
償
化
、

小
中
学
校
給
食
の
主
食
や
医
療
費
の
無

料
化
な
ど
子
育
て
支
援
と
し
て
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
今
後
も
継
続
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
で
は
、
高

齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
施
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
高
齢
者
福
祉
、

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
住
民
の
足
と
な
る
地
域
公
共
交
通

に
つ
い
て
は
よ
り
利
用
し
や
す
い
仕
組

村長村長就任
あいさつあいさつ

10月４日に任期満了に伴う大桑村長選挙が行われ、
貴舟　豊氏（無所属71歳）が当選しました。

大桑村長　貴舟　豊
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み
作
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
自
然
災
害
に

対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
は
、
国
や
県

と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
砂
防
え
ん
堤

な
ど
治
水
砂
防
事
業
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
消
防
団
、
防
火
防
犯
組
合
や

各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
は
、
こ
の

８
月
に
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
春
の
開
所
を
目
指
し
、
着
実

に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、

平
成
28
年
度
工
事
着
手
し
た
大
型
事
業

で
あ
る
大
桑
橋
橋
梁
整
備
事
業
は
早
期

供
用
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
の
充
実
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
影
響

を
受
け
た
村
内
事
業
所
へ
の
支
援
を
継

続
し
、
商
工
業
の
振
興
と
村
内
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

年
々
増
加
傾
向
の
野
生
鳥
獣
被
害
は
、

遊
休
農
地
の
活
用
と
合
わ
せ
対
策
を
講

ず
る
と
と
も
に
里
山
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
夏
季
の
交
通
規
制
が
定
着
し
た
阿

寺
渓
谷
に
つ
い
て
は
将
来
を
見
据
え
た

保
全
と
活
用
策
の
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大

に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

健
康
増
進
と
教
育
の
充
実
で
は
、
各

種
健
診
へ
の
補
助
と
健
康
指
導
、
健
康

教
室
の
充
実
な
ど
健
康
増
進
対
策
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
急
速
に
進
む
高
齢

化
へ
の
対
策
と
し
て
健
康
長
寿
を
推
進

し
健
康
で
明
る
い
村
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
教
育
に
つ
き
ま
し
て
も
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
村
独
自
の
教
育

環
境
や
新
し
い
時
代
に
即
し
た
教
育
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育

団
体
へ
の
活
動
を
支
援
し
社
会
教
育
や

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
を
申
し
上
げ
、
常
に
こ
れ
ら
の

政
策
を
行
政
運
営
の
視
野
に
入
れ
、
村

民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、
お
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
共
働
に
よ
る

｢

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り｣
、「
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
」
を
職
員
と
一
丸
と

な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
桑
村
長
選
挙

大
桑
村
長
選
挙 

結
果
結
果

10
月
４
日
に
行
わ
れ
た
大
桑
村

長
選
挙
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

貴 舟　　 豊貴 舟　　 豊 1,757 票1,757 票

沼　ひさし沼　ひさし 608 票608 票

有効投票数有効投票数 2,365 票2,365 票

無効投票数無効投票数 27 票27 票

投 票 総 数投 票 総 数 2,392 票2,392 票

有 権 者 数（人 ） 投 票 者 数（人 ）
投 票 率

男 女 計 男 女 計

第１投票所
（須原地区館） 405 402 807 304 314 618 76 . 5 8%

第２投票所
（中央公民館） 490 538 1,028 3 9 2 4 2 1 8 1 3 7 9 . 0 9%

第３投票所
（野尻地区館） 602 667 1,269 4 5 7 5 0 4 9 6 1 7 5 . 7 3%

合計 1,497 1,607 3,104 1,153 1,239 2,392 7 7 . 0 6%

▲

初
登
庁
の
様
子立候補届け出順（敬称略）
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知
事
表
彰

知
事
表
彰 
産
業
功
労

産
業
功
労

　

櫻
井
秀
夫
さ
ん
（
下
在
２
）
が
産
業

功
労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
櫻
井
さ
ん
は
、
管
工
業
を
主
と

し
て
設
備
事
業
に
25
年
以
上
従
事
し
、

平
成
15
年
に
大
桑
村
商
工
会
長
理
事
、

平
成
21
年
に
同
会
副
会
長
、
平
成
24
年

か
ら
同
会
会
長
に
就
任
し
、
地
域
の
商

工
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
元
経

済
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
を
受
け
て
「
周
り
の
人
達
の
お

か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
経
済
活
性
化
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　

関
東
管
区
連
名
表
彰

　

木
下
努
さ
ん
（
東
下
）
が
、
自
動
車

運
転
で
長
年
に
わ
た
り
無
事
故
無
違
反

を
続
け
た
こ
と
で
、
交
通
安
全
運
動
に

功
績
が
あ
る
人
に
贈
ら
れ
る
関
東
管
区

連
名
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
は
勤
務
先
で
交
通
安
全
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
従
業
員
や
周
辺

住
民
の
安
全
確
保
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
後
も
危
険
な
箇
所
を
見
つ
け
た

時
は
改
善
要
望
を
す
る
な
ど
し
て
、
交

通
安
全
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　
　

 
長
野
県
交
通
安
全
運
動

長
野
県
交
通
安
全
運
動

推
進
本
部
顕
彰

推
進
本
部
顕
彰

　
　

郡
選
管
連
合
会
表
彰

　

平
島
貞
雄
さ
ん
（
大
島
）
が
木
曽
郡

選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
選
挙
管
理
委
員

を
長
年
務
め
、
そ
の
職
務
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

平
島
さ
ん
は
平
成
23
年
12
月
か
ら
大

桑
村
選
挙
管
理
委
員
を
務
め
て
お
り
、

令
和
元
年
12
月
に
は
同
委
員
会
の
委
員

長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

に
わ
た
り
無
事
故
無
違
反
運
転
を
続
け
、

他
の
模
範
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
に

貢
献
し
た
人
へ
贈
ら
れ
る
長
野
県
交
通

安
全
運
動
推
進
本
部
顕
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
上
田
さ
ん
と
宮
上
さ
ん
は
20
年

以
上
の
間
、
無
事
故
無
違
反
運
転
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
常
に
安

全
運
転
を
意
識
し
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
、
宮
上
さ
ん
は
日
頃
の
運

転
で
意
識
し
て
い
る
点
と
し
て
「
車
間

距
離
を
取
る
な
ど
、
基
本
的
な
事
に
気

を
付
け
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

上
田
恒
美
さ
ん
（
須
原
上
町
上
）
と

宮
上
一
夫
さ
ん
（
長
野
西
）
が
、
長
年

櫻井 秀夫さん

上田 恒美さん宮上 一夫さん

　

平
島
さ
ん
は
「
今
後
も
公
正
、
公
明

な
選
挙
の
執
行
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平島 貞雄さん木下 努さん

秋
の
表
彰

秋
の
表
彰

交
通
表
彰

交
通
表
彰
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る

中
小
事
業
者
等
で
、
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
等
（
※
１
）の
認
定
を
受
け
た
法

人
に
対
し
て
、
償
却
資
産
と
事
業
用
家

屋
に
か
か
る
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産

税
を
軽
減
し
ま
す
。

※
１  

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
等

に
は
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
の
認
定
を
受
け
た
「
認
定
経

営
革
新
等
支
援
機
関
」
の
ほ
か
、

税
理
士
、
商
工
会
、
農
業
協
同

組
合
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

軽
減
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●

資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の
額
が

１
億
円
以
下
の
法
人

●

資
本
ま
た
は
出
資
を
有
し
な
い
法
人
の

場
合
、
従
業
員
数
１
，
０
０
０
人
以
下

の
法
人
（
大
企
業
の
子
会
社
は
除
く
）

●

従
業
員
数
１
，
０
０
０
人
以
下
の
個

人
事
業
者

軽
減
割
合

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任

意
の
連
続
す
る
３
か
月
間
の
事
業
収
入

の
減
少
割
合
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

➊
前
年
同
期
比
30
％
〜
50
％
未
満
減
少

の
場
合
…
１
／
２
軽
減

➋
前
年
同
期
比
50
％
以
上
減
少
の
場
合

…
全
額
免
除

必
要
書
類

➊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
措
置
に
関

す
る
申
告
書
（
※
２
）（
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
等
か
ら
確
認
を
受
け
た
原

本
）

※
２  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
措
置

に
関
す
る
申
告
書
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

役
場
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

➋
収
入
減
を
証
明
す
る
書
類
（
会
計
帳

簿
や
青
色
申
告
決
算
書
の
写
し
な
ど
）

➌
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
用
割
合
を
示

す
書
類
（
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
）

➍
令
和
３
年
度　

償
却
資
産
申
告
書
一
式

申
告
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
〜

令
和
３
年
１
月
31
日
㈰

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
税
務
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

固
定
資
産
税
の
軽
減

固
定
資
産
税
の
軽
減

　年末調整や確定申告で社会保険料の控除を受ける場合、令和２年中に納めた国民
年金保険料が対象となります。
　日本年金機構から下表の日程で送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」を申告の際に添付してください。
　なお、家族の国民年金保険料を納付した場合も控除の対象となります。

送付時期 国民年金保険料納付期間

令和２年 11月上旬 令和２年１月１日～９月 30 日

令和３年２月上旬 令和２年10月１日～12月31日

問い合わせ先

●ねんきんダイヤル　　　　　　　℡ 0570-05-1165（ナビダイヤル） 
●日本年金機構　松本年金事務所　℡ 0263-31-5038

日本年金機構から日本年金機構からののお知らせお知らせ
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雑
が
み
や
段
ボ
ー
ル
が
誤
っ
た
方
法

で
出
さ
れ
て
い
る
事
例
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

雑
が
み
や
段
ボ
ー
ル
を
出
す
際
は
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
雑
が
み
と
段
ボ
ー
ル
は
一
緒
に
出
せ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
ひ
も
で

縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー

ル
の
間
に
雑
が
み
を
挟
ん
で
出
さ
れ

た
例
が
あ
り
ま
し
た
。

●
雑
が
み
を
紙
袋
に
入
れ
て
出
す
場
合

は
、
風
で
袋
が
飛
ば
さ
れ
て
も
中
身

が
出
な
い
よ
う
に
袋
を
ひ
も
で
縛
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ひ
も
は
ど
の
よ
う
な
材
質
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　平成30年６月18日、大阪府北部でマ
グニチュード6.1の地震が発生し、ブ
ロック塀の倒壊により死者が発生したこ
とは記憶に新しいと思います。
　いつ起こるかわからない大地震に備え
て、ブロック塀を所有している人は、次
のチェックポイントを参考に各自点検を
してください。自分では点検できないと
ころやチェックポイントに不適合がある
場合は、建設、建築業者へ相談してくだ
さい。なお、チェックポイントは建築基
準法施行令に基づいています。

補強コンクリートブロック造
□ 塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か。
□  塀の厚さは10㎝以上か。 
※高さが２～2.2ｍの場合は15㎝以上。

□ コンクリートの基礎はあるか。
□ 塀に傾き、ひび割れはないか。
□ 塀の中に直径９㎜以上の鉄筋が入っ
ているか。また、縦横とも80㎝間
隔以下で配筋され、縦筋は壁頂部お
よび基礎の横筋に、横筋は縦筋にそ
れぞれ鍵かけされているか。

★ 高さが1.2ｍ以上の場合は次の項目
も点検してください。
□ 塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高
さの１/５以上突出した控え壁があ
るか。

□ 基礎の根入れの深さは30㎝以上か。

れんが造、石造、鉄筋のないブロック造
□ 塀の高さは地盤から1.2ｍ以下か。
□ 塀の厚さは壁頂までの高さの１/10以上あるか。
□ 塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の高さの1.5倍以上突
出した控え壁があるか。

□ コンクリートの基礎はあるか。また根入れは20㎝以上か。
□塀に傾き、ひび割れはないか。

リ
サ
イ
ク
ル再

確
認

ブロック塀の点検ポイント✓ イ

ブロック塀は

安全ですか?

れんが造 石造 鉄筋のないブロ ク造

インント

鉄筋

根入れ

控え壁

ひび割れ

高さ

厚さ
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新
庁
舎
建
設
現
場
で
は
本
体
工
事
に

先
立
っ
て
、
図
書
館
や
ホ
ー
ル
な
ど
の

空
調
に
利
用
す
る
地
中
熱
利
用
設
備
の

工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
中
熱
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
種
で
、
気
候
や
時
間
帯
に
左
右
さ
れ

ず
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能

で
す
。
地
中
に
管
を
挿
入
し
、
管
内
を

不
凍
液
が
循
環
す
る
こ
と
で
地
中
の
熱

を
拾
い
利
用
す
る
設
備
で
す
。
場
所
に

よ
り
地
中
熱
利
用
の
向
き
不
向
き
が
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
度
行
っ
た
地
中
熱
の

試
験
で
、
庁
舎
建
設
現
場
は
効
率
の
良

い
採
熱
が
で
き
る
地
盤
で
あ
る
と
の
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
エ
ア
コ
ン
は
屋
外
の
空
気

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
夏
は
30
℃
を

超
え
る
外
気
の
温
度
を
下
げ
、
冬
は
氷

点
下
の
外
気
の
温
度
を
上
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
地
中
の
温
度
は
季
節
に
関

わ
ら
ず
15
℃
前
後
で
安
定
し
て
お
り
、

地
中
熱
を
利
用
す
れ
ば
少
な
い
電
力
で

エ
ア
コ
ン
と
同
じ
温
度
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た

設
備
の
導
入
は
全

国
で
徐
々
に
普
及
し
て
お
り
、
地
中
熱

設
備
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
新
設
さ

れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
、
東

京
国
際
空
港
に
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
庁
舎
へ
導
入
す
る
地
中
熱

設
備
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
や
図
解

な
ど
を
記
載
し
た
パ
ネ
ル
を
、
役
場
の

玄
関
ホ
ー
ル
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲地中熱設備の説明パネル

庁
舎
建
設
室
よ

り

10
月
21
、
22
日
の
２
日
間
で
中
学
２

年
生
の
職
場
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
は
働
く
こ
と
の
意
義
や
喜
び

な
ど
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
村
内
外
の
24
事
業
所
の

協
力
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
は
様
々
な
業

種
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
大
桑
「
木
楽
舎
」
で
は
柴し
ば

山や
ま

愁し
ゅ
う

大た

朗ろ
う

く
ん
が
、
品
出
し
や
果
物
の
袋

詰
作
業
を
体
験
し
、
果
物
が
傷
付
か
な

い
よ
う
に
袋
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。
柴

山
く
ん
は
「
果
物
が
入
っ
た
カ
ゴ
や
商

品
を
運
ぶ
の
が
重
労
働
だ
っ
た
」
と
話

10
月
６
日
、
村
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ

リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
が
「
災
害
時
に

お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン

タ
ー
は
、
株
式
会
社
コ
メ
リ
が
災
害
時

に
物
資
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
す
。
協
定
に

よ
り
平
常
時
か
ら
物
資
の
供
給
等
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
、
災
害
発
生

時
に
は
村
の
要
請
に
よ
り
必
要
な
物
資

し
、
学
校
生
活
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を

知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

中
学
生
職
場
体
験

中
学
生
職
場
体
験

災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
締
結

災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
締
結

▲  りんごの袋詰めをする柴山愁大朗くん

の
供
給
お
よ
び
運
搬
が
行
わ
れ
ま
す
。▲  協定締結時の様子
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奥
野
　

宏

奥
野
　

宏
（
陶
芸
、
木
工
）

（
陶
芸
、
木
工
）

　

先
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
依
頼
で

須
原
の
集
会
所
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
村
の

方
々
と
直
接
触
れ
あ
う
機
会
が
な
い
中
、

貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
の
中
に

は
、
か
つ
て
木
工
所
や
製
材
所
を
営
ん

で
い
た
方
の
ご
家
族
も
何
人
か
お
り
、

当
時
の
須
原
の
様
子
な
ど
も
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

木
工
の
活
動
で
は
、
10
月
は
田
尻
木

工
さ
ん
が
講
師
を
さ
れ
て
い
る
小
学
校

の
放
課
後
木
工
教
室
で
、
動
物
の
鉛
筆

立
て
を
制
作
す
る
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
児
童
が
鉛
筆
立
て
の
デ
ザ

イ
ン
か
ら
、
糸い
と

鋸の
こ

に
よ
る
切
り
抜
き
を

主
に
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
「
僕
は
ヒ

ノ
キ
が
一
番
好
き
。
い
い
匂
い
が
す
る

か
ら
」
と
言
う
児
童
も
い
て
、
さ
す
が

ヒ
ノ
キ
の
里
の
大
桑
村
だ
な
あ
と
感
心

し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
が
も
の
づ
く
り
、

木
工
の
世
界
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
よ
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
11

月
に
は
田
尻
さ
ん
の
指
導
の
下
、
小
学

３
年
生
が
コ
カ
リ
ナ
制
作
を
行
う
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
音
を
出
す
と

こ
ろ
ま
で
行
う
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

木
と
触
れ
合
う
良
い
機
会
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
桑

小
学
校
で
は
大
桑
村
の
土
で
作
っ
た
焼

き
物
の
作
品
も
展
示
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
「
こ
れ
は
大

桑
村
で
採
れ
た
土
な
の
？
」「
砂
と
土

は
ど
う
違
う
の
？
」「
何
度
で
焼
く
と

こ
う
な
る
の
？
」
な
ど
質
問
を
た
く
さ

ん
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
興
味
津
々
の

様
子
で
す
。

　

最
後
に
11
月
７
日
〜
22
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
『
村
の
オ
ハ
ナ
シ

－

澤さ
わ

頭が
し
ら

修し
ゅ
う

自じ

m
eets A

RT

－

』
展
の
ご
案
内
で
す
。

　

木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
主
催
の
薮

原
宿
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
で
す
。
木
祖

村
出
身
の
郷
土
史
家
澤
頭
修
自
氏
の
写

真
や
文
章
な
ど
か
ら
着
想
を
得
た
木
曽

在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
制
作
し
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
僕
は
大
桑
村
の
土

の
焼
き
物
、
古
民
家
の
廃
材
を
使
っ
た

木
彫
作
品
な
ど
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

11
月
８
日
に
は
澤
頭
修
自
氏
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
な
か
な
か
遠

出
が
難
し
い
今
日
こ
の
頃
、
木
曽
の
文

化
を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く
は

木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス

http
s://w

w
w
.

 
kiso

p
aintings.co

m
/

10
月
１
日
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
、
犾え
ん

舘だ
て

和ひ
と
し

さ
ん
が
着
任
し

ま
し
た
。

　

犾
舘
さ
ん
は
３
人
目
の
隊
員
で
、
空

き
家
対
策
を
担
当
し
ま
す
。

●
着
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
村
外
へ
の
空

き
家
情
報
の
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
既
存
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の

情
報
に
加
え
、
村
の
居
住
環
境
を
よ
り

詳
細
に
伝
え
る
ブ
ロ
グ
な
ど
を
立
ち
上

げ
、
移
住
者
の
増
加
に
繋
げ
た
い
で
す
。

ま
た
、
村
内
に
は
利
活
用
で
き
る
空
き

家
が
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
発
掘
し
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

直
近
で
は
、「
空
き
家
の
相
談
会
」

（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
掲
載
）
を
開
催
し

ま
す
。
空
き
家
で
お
困
り
の
事
が
あ
れ

ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

 

協
力
隊
員

協
力
隊
員 

着
任
着
任犾舘 和さん
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　髙木 琴音保健師　髙木 琴音

　

予
防
接
種
は
、
重
大
な
病
気
に
か
か

り
に
く
く
し
た
り
、
か
か
っ
て
も
重
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

病
気
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

の
病
原
性
を
弱
め
た
ワ
ク
チ
ン
を
安
全

な
状
態
で
体
に
入
れ
る
こ
と
で
、
免
疫

を
作
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
予
防
接

種
を
し
て
周
囲
の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ

こ
と
で
、
そ
の
病
気
が
流
行
す
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

予
防
接
種
の
適
切
な

接
種
時
期
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
感
染

症
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
な
ど
を
も
と

に
予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
て
し
ば
ら
く
は
母

親
か
ら
も
ら
っ
た
免
疫
で
守
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
免
疫
は
次
第
に
減
っ
て

予
防
接
種

予
防
接
種
に
つ
い
て

に
つ
い
て

接
種
記
録
は

お
子
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

子
ど
も
の
予
防
接
種
歴
は
、
母
子
手

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

予
防
接
種
歴
を
進
学
、
就
職
、
海
外
旅

行
や
出
張
、
妊
娠
出
産
時
、
感
染
症
の

流
行
時
に
確
認
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

母
子
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

母
子
手
帳
は
子
ど
も
の
成
長
や
健
康

の
記
録
で
す
。
保
護
者
の
人
は
、
お
子

さ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
ら
母
子
手
帳
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
記
録
は
１
か
所
に

ま
と
め
て
記
録
し
て
あ
る
と
便
利
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
、
予
防
接
種

を
受
け
た
ら
母
子

手
帳
な
ど
に
記
録

を
残
す
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

予
防
接
種
の
時
期
が
知
り
た
い
時
、

受
け
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
が
流
行
し
て
い
て
も
、
医
療

機
関
で
は
接
種
を
行
う
時
間
や
場
所
に

配
慮
し
、
換
気
や
消
毒
を
行
い
感
染
防

止
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
健
康
が
気
に
な
る
時
だ
か

ら
こ
そ
、
予
防
接
種
は
遅
れ
ず
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

い
く
た
め
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
接
種
を
遅
ら
せ
る
と
免
疫
の

獲
得
が
遅
れ
、
重
い
感
染
症
に
な
る
危

険
性
が
高
ま
る
た
め
、
生
後
２
か
月
か

ら
予
防
接
種
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

必
要
な
回
数
を
効
果
的
な
時
期
に
接

種
す
る
こ
と
で
、
１
回
の
接
種
で
は
免

疫
が
付
か
な
か
っ
た
人
の
多
く
が
免
疫

を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種
し

て
か
ら
年
数
が
経
過
し
免
疫
力
が
低
下

し
て
き
た
時
は
、
追
加
の
ワ
ク
チ
ン
で

免
疫
を
増
強
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

●
水
ぼ
う
そ
う

●
日
本
脳
炎

１
歳
以
降
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

●
風
し
ん　

※
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗

体
の
低
い
人
が
予
防
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
肺
炎
球
菌
感
染
症　

※
対
象
年
齢
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
通
知
を
郵
送

し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

●
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

（
対
象
者　

１
歳
か
ら
３
歳
児
）

●
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

（
対
象
者　

昭
和
38
年
４
月
２

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
者
）

村
の
助
成
制
度
が
あ
る任意

予
防
接
種

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

※
令
和
２
年
10
月
か
ら
定
期
接
種

に
な
り
ま
し
た
。

●
Ｂ
型
肝
炎

●
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

●
小
児
肺
炎
球
菌
感
染
症

●
四
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
せ
き
、
破
傷
風
、
ポ
リ
オ
）

●
結
核
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

０
歳
か
ら
接
種
を
始
め
る
ワ
ク
チ
ン
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問  

教
育
委
員
会　

子
ど
も
教
育
係

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

　

令
和
３
年
度
保
育
園
新
規
入

園
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日　

時
11
月
16
日
㈪

午
前
10
時
〜

場　

所

　

須
原
地
区
館

新
規
入
園
申
込
み
受
付
期
間

11
月
16
日
㈪
〜
12
月
２
日
㈬

※
説
明
会
で
は
新
規
入
園
に
必

要
と
な
る
書
類
を
配
布
し
ま

す
。
入
園
説
明
会
に
出
席
で

き
ず
書
類
が
必
要
な
人
は
、

教
育
委
員
会
ま
た
は
保
育
園

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園

入
園
説
明
会

情報掲示板情報掲示板
問
申  

住
民
課
生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

村
で
は
次
の
と
お
り
不
法
投

棄
監
視
連
絡
員
を
募
集
し
ま

す
。

問
申  

住
民
課
生
活
環
境
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

村
で
は
空
き
家
の
有
効
活
用

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
長
野
県
建
築
士
会
の
建
築

士
が
同
席
し
、
売
却
や
賃
貸
、

問
申   

木
曽
地
域
振
興
局

商
工
観
光
課

℡
＊
＊
25
‐
２
２
２
８

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
対
象
と
し
て
、
雇
用
調
整
助

成
金
、
持
続
化
給
付
金
、
家
賃

支
援
給
付
金
等
の
申
請
を
社
会

保
険
労
務
士
等
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

日　

時

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

問   

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

℡
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５

　

長
野
県
内
の
事
業
所
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
８
４
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
は
、
業
務
改
善
助
成
金
な

ど
の
支
援
制
度
も
あ
る
の
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常

問   

大
桑
村
教
育
委
員
会

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
で
す
。
村

で
は
期
間
中
、「
愛
の
声
か
け

運
動
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
育

む
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
青
少

年
一
人
ひ
と
り
に
周
り
の
大
人

か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
し
、
良

い
こ
と
は
褒
め
、
悪
い
こ
と
は

悪
い
と
毅き

然ぜ
ん

と
声
か
け
す
る
な

ど
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長

を
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

の
労
働
時
間
、
労
働
日
に
対

応
す
る
賃
金
で
あ
り
、
臨
時

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
精
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家

族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

午
後
１
時
〜
３
時
50
分

●
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
に

関
す
る
相
談

　

令
和
２
年
12
月
28
日
㈪
ま
で

●
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援

給
付
金
、
そ
の
他
経
営
に
関

す
る
相
談

　

令
和
３
年
１
月
15
日
㈮
ま
で

会　

場

　

大
桑
村
商
工
会

相
談
料

　

無　

料

管
理
、
改
築
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
に
は
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

日　

時
11
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会　

場

　

野
尻
地
区
館

相
談
料

　

無　

料

※
相
談
は
１
件
に
つ
き
１
時
間

程
度
と
し
ま
す
。

募
集
人
員

不
法
投
棄
監
視
連
絡
員

（
報
酬
あ
り
）　

若
干
名

募
集
資
格

①
普
通
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
る
人

②
次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
人

・
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被

保
佐
人
ま
た
は
破
産
の
宣
告

を
受
け
た
人

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
人

活
動
場
所

　

大
桑
村
内

業
務
内
容

村
内
の
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
を
月
２
回
（
土
日
祝
日
の
午

前
ま
た
は
午
後　

４
時
間
程
度
）

※
大
桑
村
不
法
投
棄
監
視
連
絡

員
設
置
要
綱
、
大
桑
村
ポ
イ

捨
て
等
防
止
条
例
等
に
よ
る
。

不
法
投
棄

監
視
連
絡
員　

募
集

空
き
家
の
相
談
会

中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者

個
別
相
談
会

最
低
賃
金
改
正

子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
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まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

　　  の行事予定
1 火 健康教室（野尻地区館）

2 水
3 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

4 金
5 土
6 日 木育インストラクター養成講座

 10：00～（野尻地区館）

7 月 まめ習慣講座　健康教室
 10：30～（村民体育館）

8 火 健康教室（野尻地区館）

9 水 ゴールデンシューの日　13：30～（スポーツ公園）

10木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

11金
12土
13日
14月 まめ習慣講座　健康教室

 10：30～（村民体育館）

15火 健康教室（野尻地区館）
年末の交通安全運動（12月31日㈭まで）

16水
17木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

18金
保育園クリスマス会
もの忘れ相談　９：00～（須原地区館）
なんでも相談　13：00～（須原地区館）

19土 なんでも体験わくわく隊

20日
21月
22火 健康教室（野尻地区館）

23水 古着の持込み回収　９：00～12：00
 （村民体育館裏倉庫）

24木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

25金 小・中学校２学期終業式（12/26～１/７冬季休業）
保育園２保期納め（12/26～１/４冬休み）

26土
27日
28月 官公庁仕事納め

29火
30水
31木

1212月

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 2、9、16、23
英 会 話 ② 19：30 2、9、16、23
手 話 ① 19：00 3
日 本 語 ⑦ 10：00 26
押 し 花 ② 10：00 16
パ ッ チ ワ ー ク ① ９：30 9、23
レザークラフト ① ９：30 1、15
陶 芸 ④ 10：00 休み
Wakuラク♪手作り倶楽部 ② 10：30 休み
コール・マルベリー ② 19：30 3、10、17、24
ヒ ノ キ 三 味 線 ① 19：00 休み
詩 吟 大 桑 ⑥ 13：00 1、8、15
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 8、22
リフレッシュヨーガ ① 19：00 2、9、16、23
ヨ ガ ② 14：00 12、26
あ ゆ み 整 体 ① 19：00 14
フラダンス〈昼〉 ③ 13：30 7、14、21
フラダンス〈夜〉 ③ 19：30 1、8、15
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 5、19
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 12、26
池 坊 仙 堂 会 ③ 13：00 8、26
笑 い ヨ ガ ② 13：30 10

①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

12月
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12 月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
6日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
13 日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
20 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
27 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
29 日㈫ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001
30 日㈬ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
31 日㈭ 奥原医院（木祖村） 36-2264

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

　
10
月
３
日
に
大
桑
小
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開

催
時
期
が
延
期
と
な
り
、
練
習
時
間
も
十
分
に
と

れ
な
い
な
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
種
目
を
統
合

す
る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
種
目
の
リ
レ
ー
で
は
、
応
援
団
の
力
強
い

声
援
が
後
押
し
と
な
り
、
白
熱
し
た
勝
負
と
な
り

ま
し
た
。
下
級
生
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
上
級
生

は
た
く
ま
し
く
走
り
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し

た
。 表

紙
に
よ

て
せ

村の人口
1,547 世帯

（前月比±０世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ０ ０ ０
死　　　亡 ３ １ ４
転　　　入 ３ １ ４
転　　　出 ３ ６ ９
総　人　口
（前月比）

1,738
（－３） 

1,830
（－６） 

3,568
（－９） 

（11月２日現在・住民基本台帳登録人数）

10/21
小学校
芋ほり

10/19
保育園
芋ほり

10/16
中学生
野外学習

10/12
保育園
運動会

10/23
小学校
音楽会
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  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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